



論 文 要 旨 
 
申請者名    沈 薇              印 
















































































 第 1 章から第 5 章の先行研究に従い、女性従業員が妊娠・出産に直面した際にも就業継続












仮説 3a：「WLB 制度」は存続的コミットメントに正の影響を与える。 
仮説 3 ｂ：「安心感」は存続的コミットメントに正の影響を与える。 
仮説 3 ｃ：「役割感」は存続的コミットメントに正の影響を与える。 




に与える影響を検証することを目的としている。WEB アンケート形式により、20 歳～39 歳の
仕事の経験がある女性に対し調査を行った。調査対象者数は、出産経験ありのグループが 175






























 WLB 制度の影響に関しては、「WLB 制度」が「離転職意思」に影響を与えていないという結
果が出たが、追加の階層的重回帰分析の結果により、「WLB 制度」が「離転職意思」に与える
影響は、「安心・本来感」を媒介している可能性が高い。また、「WLB 制度」は先行研究と同様
に「内在化コミットメント」に正の影響を与えている。一方、「WLB 制度」が「存続コミット
メント」を高める傾向も見られた。WLB を推進することは望ましいことであろうが、会社に対
して感謝の気持ちを持ち、会社により貢献したいと考えている従業員がいる一方で、離転職
を考えているが、育児休業制度などによるメリットを得るためだけに会社に居続ける従業員
も少なからずいるのである。 
 本研究では、企業が女性の就業継続をさせるには、WLB 制度よりも、安心・本来感が溢れ、
様式５ 
5 
（中京大学） 
自分らしく働ける職場環境づくりのほうが重要であることを明らかにした。①個人属性につ
いての分析、②「内在化コミットメント」が心理的居場所感と離転職意思の間に媒介してい
る可能性についての分析、③実際の離転職による分析については今後の課題とする。 
 
